
 
 

 
平成 19 年３月期  第３四半期財務・業績の概況（連結） 

    平成 19 年２月９日 
上場会社名    日本無線株式会社 （コード番号：6751 東証第一部） 
（ＵＲＬ http://www.jrc.co.jp/ ）   

問 合 せ 先       代表者役職・氏名 取締役社長      諏訪 頼久 ＴＥＬ：（0422）45-9774      

              責任者役職･氏名  取締役管理本部長   荒井 学 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
   影響額が僅少な項目及び税金費用の計上については簡便な方法を採用しております。 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 持分法(新規)３社 (除外)１社 

 
２．平成 19 年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 18 年４月１日～平成 18 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況      (注)金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
  売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      

四半期（当期） 
純 利 益       

  百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 % 

19 年３月期第３四半期  72,113 △42.7  △850 ―  △884 ―  △983 ― 

18 年３月期第３四半期  125,830 △16.3  △2,010 ―  △2,446 ―  △7,450 ― 

(参考) 18 年３月期  178,848    2,157   1,270    △32,097   

 

  
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期
（当期）純利益 

  円 銭 円 銭 

19 年３月期第３四半期  △7.13    ―  

18 年３月期第３四半期  △54.04    ―  

(参考) 18 年３月期  △233.04    ―  

(注)①   売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

②  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

[経営成績(連結)の進捗状況に関する定性的情報等] 

【売上高・損益に関する注記事項】 

① 当社グループは、官公庁・自治体等向け機器の出荷が９月と３月に集中する傾向があります。

このため、当第３四半期の売上高は年間売上高の規模と比較して少ない比率となっておりま

す。 

② 当社は前連結会計年度（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日）の下期において、無線

通信事業への経営資源集中を目的として、当社の連結子会社であった新日本無線株式会社

（半導体・マイクロ波管事業、以下「新日本無線」）とアロカ株式会社（医用電子機器事業、

以下「アロカ」）の株式を譲渡しました。この結果、新日本無線及びアロカは連結対象子会

社ではなくなり、前連結会計年度下期より、両社の売上高及び損益が当社グループの連結決

算から外れました。 
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当第３四半期のわが国経済は、個人消費はおおむね横ばいとなっているものの、企業収益の改

善に伴って設備投資が増加するとともに雇用情勢の改善にも広がりがみられるなど、景気の回復

基調が継続することとなりました。 

 

このような状況下、当第３四半期の売上高は、上記の注記事項②に記載のとおり連結子会社が

当社の連結決算の範囲から外れたこと等により、721 億１千３百万円（前年同四半期比 42.7％減

少）となりました。 

利益につきましては、営業損失が８億５千万円、経常損失が８億８千４百万円となり、前年同

四半期と比較して営業損失で 11 億６千万円、経常損失で 15 億６千１百万円とそれぞれ赤字幅が

改善しました。これらの要因は、無線通信機器事業において、海上機器事業や通信機器事業が好

調に推移したこと等によります。 

四半期純損失は９億８千３百万円となり、赤字幅は前年同四半期と比較して 64 億６千７百万円

の大幅な改善となりました。これは、上述の無線通信機器事業が好調に推移したことに加えて、

上記の注記事項②による株式売却に伴い前年同四半期に計上した関係会社株式売却損や税金費用

等が当第３四半期には無くなったこと等によります。 

 

当第３四半期における事業部門別売上高は次のとおりであります。 

（海上機器事業） 

旺盛な新造船需要を背景として、航海情報記録装置（VDR,S-VDR）等の商船向け船舶通信機や舶

用レーダ、電子海図情報表示装置（ECDIS）等が好調に推移しました。 

この結果、売上高は 208 億５千４百万円となりました。 

 

（通信機器事業） 

ナンバーポータビリティー制（携帯電話の番号継続制度）導入に伴い国内通信事業者によるイ

ンフラ整備投資が伸張したことにより、関連通信機器が増加しました。また、業務用無線機も海

外向けデジタル無線機が堅調に推移しました。 

この結果、売上高は 268 億５千７百万円となりました。 

 

（ソリューション・特機事業） 

地上波テレビ放送のデジタル化を背景として放送システムが伸張しましたが、前年同四半期に

おける大型案件が当第３四半期には減少したことや採算を一層重視した受注を進めたこと、また

価格競争の激化も影響し、売上高は 225 億８千５百万円となりました。 

 

（その他） 

その他の事業の売上高は 18 億１千７百万円となりました。 
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注１． 注記事項②に記載しました新日本無線及びアロカの株式売却に伴い、当事業年度より事業

部門別の区分を以下のとおりとしております。 

主要事業

部門区分 

 

海上機器事業 

 

 

通信機器事業 

 

 

ソリューション・特機事業 

 

主要製品 

海事衛星船舶地球局 

船舶通信装置 

船舶レーダ 

漁労機器 

電子海図表示システム 

統合ブリッジシステム 

VHF 無線電話装置 

GPS 受信機 

PHS 端末機器 

業務用無線電話装置 

加入者無線装置 

送信増幅装置 

移動体通信用測定器 

SAW フィルタ 

放送システム 

県・市町村防災行政システム 

水・河川情報システム 

航空・気象システム 

道路情報システム 

土砂災害予警報システム 

特殊通信機 

 

注２． ご参考：３セグメントで構成していた前年同四半期のうち無線通信機器セグメントの損益

（連結）と、無線通信事業へ経営資源を集中した当第３四半期の損益（連結）との比較は

以下のとおりです。 

（単位：百万円） 

区分 当第３四半期 
前年同四半期 

無線通信機器事業 

売上高 72,113 75,464

営業損失 850 2,563

 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 
１株当たり 
純 資 産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭

19 年３月期第３四半期 115,088 36,558 31.5 262.82 

18 年３月期第３四半期 149,547 62,002 41.5 449.76 

(参考) 18 年３月期 124,127 37,584 30.3 272.44 

   

[財政状態(連結)の変動状況に関する定性的情報等] 
  
（対前期末比較） 

当第３四半期の流動資産におきまして、３月の集中出荷に向けて「たな卸資産」が前期末に比

べて 114 億１千６百万円増加しましたが、前期末に増加した売上の債権回収が進み、「受取手形及

び売掛金」が前期末に比べて 241 億７百万円減少しました。一方、固定負債におきまして「長期

借入金」が前期末に比べて 129 億７千８百万円増加しましたが、流動負債におきまして「支払手

形及び買掛金」が 65 億９千４百万円、「コマーシャル・ペーパー」が 70 億円、「１年内償還予定

社債」が 85 億円、それぞれ前期末に比べて減少しました。これらの結果、総資産は前期末比で 90

億３千８百万円圧縮され、1,150 億８千８百万円となりました。 

純資産は 365 億５千８百万円となり、総資産のスリム化と相まって自己資本比率は前期末と比

較し 1.2 ポイント改善され 31.5％となりました。 

なお、当平成 19 年３月期は第１四半期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」

を適用し、少数株主持分等を純資産に含めております。 
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３．平成 19 年３月期の連結業績予想（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

通    期 128,000 2,600 2,400

(参考)１株当たり予想当期純利益（通期）      17 円  41 銭 
 
 
[業績予想に関する定性的情報等] 
 

現時点において、平成 18 年 11 月 15 日発表の通期の連結業績予想に変更はありません。 

 

（注）上記の業績予想は当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業

績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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（単位：百万円）

当第３四半期 前年同四半期 (参考)前連結 当第３四半期 前年同四半期 (参考)前連結

(平成19年３月期 (平成18年３月期 会計年度末 (平成19年３月期 (平成18年３月期 会計年度末

 第３四半期末)  第３四半期末) （平成18年３月31日）  第３四半期末)  第３四半期末) （平成18年３月31日）

（資産の部） （負債の部）

Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

１ 現金及び預金 14,197 38,728 10,013 １ 支払手形及び買掛金 26,545 25,143 33,140 

２ 受取手形及び売掛金 27,577 32,949 51,685 ２ 短期借入金 1,380 1,600 1,270 

３ 有価証券 2 － － ３ コマーシャル・ペーパー － 7,000 7,000 

４ たな卸資産 41,975 44,795 30,559 ４ 一年内償還予定社債 － 8,500 8,500 

５ 前渡金 542 525 656 ５ 一年内返済予定長期借入金 5,232 2,237 6,232 

６ 繰延税金資産 403 388 358 ６ 未払費用 2,369 3,927 2,599 

７ その他 1,346 1,179 910 ７ 未払法人税等 168 838 380 

８ 貸倒引当金 △ 571 △ 229 △ 600 ８ 前受金 6,128 4,455 1,264 

流動資産合計 85,473 118,337 93,583 ９ 製品不具合対策引当金 41 347 131 

Ⅱ 固定資産 10 その他 3,608 2,979 4,317 

１ 有形固定資産 流動負債合計 45,474 57,029 64,835 

(1) 建物及び構築物 6,659 7,075 6,962 Ⅱ 固定負債

(2) その他 4,913 5,079 4,778 １ 社債 － 100 100 

有形固定資産合計 11,572 12,154 11,740 ２ 長期借入金 18,293 13,025 5,314 

２ 無形固定資産 826 852 915 ３ 繰延税金負債 3,383 3,500 3,704 

３ 投資その他の資産 ４ 退職給付引当金 10,931 13,146 11,808 

(1) 投資有価証券 15,080 15,674 15,651 ５ 役員退職引当金 390 356 383 

(2) 長期貸付金 32 33 31 ６ その他 57 32 44 

(3) 繰延税金資産 1,434 1,518 1,479 固定負債合計 33,055 30,161 21,356 

(4) その他 1,285 1,520 1,246 負債合計 78,530 87,191 86,191 

(5) 貸倒引当金 △ 616 △ 544 △ 520 

17,216 18,202 17,887 （少数株主持分）

固定資産合計 29,615 31,209 30,544 少数株主持分 － 353 351 

（資本の部）

Ⅰ 資本金 － 14,704 14,704 

Ⅱ 資本剰余金 － 17,086 17,086 

Ⅲ 利益剰余金 － 24,977 330 

Ⅳ － 5,271 5,501 

Ⅴ 為替換算調整勘定 － 3 3 

Ⅵ 自己株式 － △ 40 △ 42 

資本合計 － 62,002 37,584 

－ 149,547 124,127 

（純資産の部）

Ⅰ 株主資本

１ 資本金 14,704 － － 

２ 資本剰余金 16,504 － － 

３ 利益剰余金 27 － － 

４ 自己株式 △ 47 － － 

株主資本合計 31,189 － － 

Ⅱ

１ その他有価証券評価差額金 5,029 － － 

２ 為替換算調整勘定 8 － － 

5,037 － － 

Ⅲ 少数株主持分 331 － － 

純資産合計 36,558 － － 

資産合計 115,088 149,547 124,127 115,088 － － 

評価・換算差額等

負債、純資産合計

評価・換算差額等合計

(要 約)四 半 期 連 結 貸 借 対 照 表

その他有価証券評価差額金

負債、少数株主持分及び資本合計

区分 区分

投資その他の資産合計

５



（単位：百万円）

百分比(%) 百分比(%) 百分比(%)

Ⅰ 売上高 72,113 100.0 125,830 100.0 178,848 100.0 

Ⅱ 売上原価 59,853 83.0 99,089 78.7 142,914 79.9 

売上総利益 12,260 17.0 26,741 21.3 35,934 20.1 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 13,111 18.2 28,752 22.9 33,776 18.9 

営業利益又は営業損失(△) △ 850 △ 1.2 △ 2,010 △ 1.6 2,157 1.2 

Ⅳ 営業外収益

１ 受取利息 19 21 29 

２ 受取配当金 139 377 383 

３ 持分法による投資利益 94 24 － 

４ 特許権実施許諾料 104 － － 

５ 外貨換算差益 176 404 413 

６ その他 61 595 0.8 166 993 0.8 187 1,014 0.6 

Ⅴ 営業外費用

１ 支払利息 238 339 449 

２ 持分法による投資損失 － － 365 

３ たな卸資産減耗評価損 254 843 633 

４ 固定資産除却損 71 － 124 

５ その他 64 629 0.8 245 1,429 1.1 328 1,901 1.1 

経常利益又は経常損失(△) △ 884 △ 1.2 △ 2,446 △ 1.9 1,270 0.7 

Ⅵ 特別利益

１ 貸倒引当金戻入益 74 122 29 

２ 製品不具合対策引当金戻入益 38 － － 

３ 関係会社株式売却益 － 5,052 5,052 

４ その他 0 112 0.2 114 5,289 4.2 114 5,196 2.9 

Ⅶ 特別損失

１ 投資有価証券評価損 9 － 99 

２ 固定資産除却損 11 134 － 

３ 減損損失 17 － 227 

４ 関係会社株式売却損 － 6,439 6,439 

５ たな卸資産減耗評価損 － － 5,563 

６ 防衛庁返納金 － － 23,077 

７ その他 0 38 0.1 729 7,303 5.8 807 36,215 20.2 

税金等調整前四半期(当期)純損失 810 △ 1.1 4,459 △ 3.5 29,748 △ 16.6 

税金費用 190 0.3 3,004 2.4 2,362 1.3 

少数株主損失 16 △ 0.0 13 △ 0.0 14 △ 0.0 

四半期(当期)純損失 983 △ 1.4 7,450 △ 5.9 32,097 △ 17.9 

(要 約)四 半 期 連 結 損 益 計 算 書

(参考)平成18年３月期

（自　平成17年４月１日

    至　平成18年３月31日）

金額

区分

前年同四半期

（自　平成17年４月１日

    至　平成17年12月31日）

金額金額

当第３四半期

（自　平成18年４月１日

    至　平成18年12月31日）

６



四 半 期 連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
（自　平成18年４月１日　　至　平成18年12月31日）

(単位：百万円)

株主資本 評価・換算差額等
少数株主
持分

純資産
合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

直前連結会計
年度末残高 14,704 17,086 330 △ 42 32,079 5,501 3 5,505 351 37,935

四半期連結会計
期間中の変動額

　資本準備金の取崩額  △ 582   △ 582     △ 582

　資本準備金の取崩による
　利益剰余金増加額   582  582     582

　利益処分による役員賞与   △ 26  △ 26     △ 26

　四半期純利益   △ 983  △ 983     △ 983

　持分法適用会社増加
　に伴う増加   123  123     123

　自己株式の取得    △ 4 △ 4     △ 4

　株主資本以外の項目の
　四半期連結会計期間中
　の変動額(純額)      △ 472 4 △ 467 △ 19 △ 487

四半期連結会計
期間中の変動額合計  △ 582 △ 303 △ 4 △ 889 △ 472 4 △ 467 △ 19 △ 1,377

四半期連結会計
期間末残高 14,704 16,504 27 △ 47 31,189 5,029 8 5,037 331 36,558

四 半 期 連 結 剰 余 金 計 算 書

（単位：百万円）

区分
前第３四半期連結会計年度 前連結会計年度

（自 平成17年４月１日 （自 平成17年４月１日
   至 平成17年12月31日）   至 平成18年３月31日）

（資本剰余金の部）

Ⅰ 資本剰余金期首残高 17,086 17,086 

Ⅱ 資本剰余金期末残高 17,086 17,086 

（利益剰余金の部）

Ⅰ 利益剰余金期首残高 34,373 34,373 

Ⅱ 利益剰余金減少高

１ 四半期（当期）純損失 7,450 32,097 

２ 役員賞与金 66 66 

３ 連結子会社減少に伴う減少高 1,878 9,396 1,878 34,042 

Ⅲ 利益剰余金期末残高 24,977 330 

７



平成 19 年３月期 第３四半期財務・業績の概況(個別)     平成 19 年２月９日 
上 場 会 社 名        日本無線株式会社                           上場取引所 東 
コ ー ド 番 号        6751                                                本社所在都道府県  東京都 
（ＵＲＬ  http://www.jrc.co.jp） 
代  表  者 役職名 取締役社長        氏名  諏訪 頼久 
問合せ先責任者 役職名 取締役管理本部長     氏名 荒井 学      ＴＥＬ(0422)45-9774 
 
１. 四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
影響額が僅少な項目及び税金費用の計上については簡便な方法を採用しております。 

② 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
 
２. 19 年３月期第３四半期財務・業績の概況(平成 18 年４月１日～平成 18 年 12 月 31 日) 
(1) 経営成績の進捗状況                        （注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売 上 高     営業利益 経常利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％

19 年３月期第３四半期 65,898 △4.3 △1,136 ― △1,155 ―
18 年３月期第３四半期 68,885 5.3 △2,975 ― △3,254 ―

(参考)18 年３月期 120,144 945  597
 
 

四半期(当期)純利益 
１株当たり四半期 
(当期)純利益 

 百万円    ％ 円   銭 

19 年３月期第３四半期 △1,122 ― △8.14 

18 年３月期第３四半期 19,389 ― 140.64 

(参考)18 年３月期 △4,946  △35.88 

 
 

 (注)①期中平均株式数  19 年第３四半期 137,844,038 株  18 年第３四半期 137,863,794 株  18 年３月期 137,861,078 株 
      ②売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率 

       
(2)財政状態の変動状況 
 総 資 産     純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

19 年３月期第３四半期 107,505 34,969 32.5 253.70

18 年３月期第３四半期 141,330 60,599 42.9 439.59

(参考)18 年３月期 116,337 36,563 31.4 265.24
 (注)①期末発行済株式数  19 年第３四半期 137,838,390 株  18 年第３四半期 137,856,219 株  18 年３月期 137,851,102 株 
    ②期末自己株式数  19 年第３四半期     138,300 株  18 年第３四半期     120,471 株  18 年３月期     125,588 株 

 

３． 19 年３月期の業績予想(平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日) 
 売 上 高     経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

通   期 120,000 2,000 2,000

(参考)１株当たり予想当期純利益(通期)  14 円 51 銭 
  
 
（注）上記の業績予想は当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結

果となる可能性があります。 

 ８ 



当第３四半期 前年同四半期 (参考) 当第３四半期 前年同四半期 (参考)

（平成18年12月31日） （平成17年12月31日） 平成18年３月期 （平成18年12月31日） （平成17年12月31日） 平成18年３月期

（資産の部） （負債の部）

Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

１ 現金及び預金 11,718 36,291 7,353 １ 支払手形 2,826 3,023 2,494 

２ 受取手形 3,948 3,956 3,828 ２ 買掛金 23,060 21,776 30,046 

３ 売掛金 22,134 27,422 46,675 ３ コマーシャル・ペーパー － 7,000 7,000 

４ 有価証券 2 － － ４ 一年内償還予定社債 － 8,500 8,500 

５ たな卸資産 40,565 43,153 28,692 ５ 一年内返済予定長期借入金 5,070 2,070 6,070 

６ 短期貸付金 41 39 41 ６ 未払法人税等 109 698 126 

７ その他 1,917 1,660 1,462 ７ 前受金 6,120 4,451 1,256 

８ 貸倒引当金 △ 567 △ 223 △ 597 ８ 製品不具合対策引当金 41 347 131 

流動資産合計 79,760 112,300 87,456 ９ その他 5,022 5,815 5,801 

Ⅱ 固定資産 流動負債合計 42,250 53,682 61,428 

１ 有形固定資産 Ⅱ 固定負債

(1) 建物 5,955 6,330 6,222 １ 長期借入金 17,600 12,170 4,500 

(2) その他 4,727 4,894 4,592 ２ 繰延税金負債 3,383 3,497 3,704 

有形固定資産合計 10,682 11,224 10,814 ３ 退職給付引当金 9,092 11,247 9,982 

２ 無形固定資産 786 814 881 ４ 役員退職引当金 196 133 149 

３ 投資その他の資産 ５ その他 12 － 9 

(1) 投資有価証券 13,594 13,975 14,393 固定負債合計 30,285 27,048 18,345 

(2) 関係会社株式 2,318 2,348 2,348 負債合計 72,536 80,731 79,774 

(3) その他 979 1,211 963 

(4) 貸倒引当金 △ 616 △ 544 △ 520 （資本の部）

投資その他の資産合計 16,276 16,991 17,185 Ⅰ 資本金 － 14,704 14,704 

固定資産合計 27,745 29,030 28,880 Ⅱ 資本剰余金

資本準備金 － 17,086 17,086 

資本剰余金合計 － 17,086 17,086 

Ⅲ 利益剰余金

１ 利益準備金 － 2,278 2,278 

２ 任意積立金 － 3,220 3,220 

３ 四半期未処分利益又は

当期未処理損失(△) － 18,254 △ 6,081 

利益剰余金合計 － 23,753 △ 582 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 － 5,095 5,397 

Ⅴ 自己株式 － △ 40 △ 42 

資本合計 － 60,599 36,563 

負債・資本合計 － 141,330 116,337 

（純資産の部）

Ⅰ 株主資本

１ 資本金 14,704 － － 

２ 資本剰余金

(1)資本準備金 16,504 － － 

資本剰余金合計 16,504 － － 

３ 利益剰余金

(1)利益準備金 － － － 

(2)その他利益剰余金 △ 1,122 － － 

   繰越利益剰余金 △ 1,122 － － 

利益剰余金合計 △ 1,122 － － 

４ 自己株式 △ 47 － － 

株主資本合計 30,039 － － 

Ⅱ 評価・換算差額等

１ その他有価証券評価差額金 4,929 － － 

評価・換算差額等合計 4,929 － － 

純資産合計 34,969 － － 

資産合計 107,505 141,330 116,337 負債・純資産合計 107,505 － － 

区分

(要 約) 四 半 期 貸 借 対 照 表

区分

（単位：百万円）

９



百分比(%) 百分比(%) 百分比(%)

Ⅰ 65,898 100.0 68,885 100.0 120,144 100.0 

Ⅱ 55,154 83.7 58,184 84.5 100,937 84.0 

売上総利益 10,744 16.3 10,701 15.5 19,206 16.0 

Ⅲ 11,880 18.0 13,676 19.8 18,260 15.2 

営業利益又は営業損失(△) △ 1,136 △ 1.7 △ 2,975 △ 4.3 945 0.8 

Ⅳ

１ 受取利息 17 11 20 

２ 受取配当金 229 673 673 

３ 外貨換算差益 177 172 182 

４ 特許権実施許諾料 104 － － 

５ その他 40 568 0.9 50 908 1.3 60 935 0.8 

Ⅴ

１ 支払利息 177 155 236 

２ 社債利息 21 44 59 

３ たな卸資産減耗評価損 254 843 633 

４ 固定資産売除却損 70 61 85 

５ その他 62 587 0.9 82 1,188 1.7 269 1,284 1.1 

経常利益又は経常損失(△) △ 1,155 △ 1.7 △ 3,254 △ 4.7 597 0.5 

Ⅵ

１ 貸倒引当金戻入益 73 － 12 

２ 製品不具合対策引当金戻入益 38 － － 

３ 関係会社株式売却益 － 24,070 24,070 

４ その他 0 112 0.2 110 24,180 35.1 5 24,087 20.0 

Ⅶ

１ 投資有価証券評価損 9 － 96 

２ 固定資産除却損 11 － － 

３ 減損損失 17 － 227 

４ たな卸資産減耗評価損 － － 5,563 

５ 防衛庁返納金 － － 23,077 

６ 製品不具合対策費用 － 607 568 

７ その他 － 37 0.1 47 654 1.0 45 29,577 24.6 

税引前四半期純利益又は △ 1,081 △ 1.6 20,270 29.4 △ 4,892 △ 4.1 
税引前四半期(当期)純損失(△)

税金費用 41 0.1 881 1.3 54 0.0 

四半期純利益又は △ 1,122 △ 1.7 19,389 28.1 △ 4,946 △ 4.1 
四半期(当期)純損失(△)

(要 約) 四 半 期 損 益 計 算 書

（参考) 平成18年３月期

（自　平成17年４月１日
    至　平成18年３月31日）

区分

当第３四半期 前年同四半期

（自　平成18年４月１日 （自　平成17年４月１日

金額

（単位：百万円）

売上高

金額 金額

    至　平成17年12月31日）    至　平成18年12月31日）

特別利益

特別損失

売上原価

販売費及び一般管理費

営業外収益

営業外費用
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